
○域内では、平成18年から小中学生を対象とした収穫・農家体験「農村体験学習ほっとステイ」を実施しており、
現在は台湾やインドネシアから学習旅行が約２割を占める。

○域内の団体と連携し、地域の魅力の再発見から長期滞在に結びつく体験プログラムの造成により地域全体
の所得向上及び雇用の増大を目指す。

農事組合法人蓼科農ん喜村 〔長野県立科町〕
た て し な ま ち

【実施体制】長野県立科町

【採 択 年 度】
平成29年度

【事業実施期間】
平成29～30年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○農山漁村体験及び情報発信事例視察
○実施組織の基盤・基礎づくり（意見交換会、講演会等）
○特産品を活用したメニュー開発
○農泊受入実践研修（平成30年度）
○体験プログラム造成及びモニターツアー（平成30年度）
○パンフレット作成（平成30年度）

中心的な役割
を担う団体

宿泊・食事
部門

農産物販売
部門

体験・交流
部門

その他

・宿泊受入ホテル
・農家民泊受入家庭
・農村体験受入家庭
・レストラン（直営）

・農業振興公社
・農産物直売所

（直営）

・まちづくり協議会
ユーユーたてしな

・宿泊受入ホテル
・農村体験受入家庭

農事組合法人蓼科農ん喜村
（事業実施主体）

・信州たてしな観光協会
・社会福祉協議会
・長野大学

【事務局】
企画・全体調整

農山漁村体験視察 情報発信事例視察

意見交換会

作成したパンフレット

＜農泊推進事業＞
１年目
・地域の合意形成 （意識醸成のため
の講演会、意見交換会開催）
・組織づくり（事例視察研修、組織の
基盤づくり）
・魅力発信（特産品を活用したメ
ニュー開発に向けての検証）

２年目
・会議(地域の合意形成)
・会議(組織づくり) 
・会議(農村体験プログラムの検討)
・講演会(地域資源のプロデュースに
ついて)
・農泊受入実践研修
・滞在型観光ツアー企画・実施
・農村体験プログラムパンフレット作成
・特産品を活用したメニュー開発

地域の合意形成における会議

特産品を活用したメニューの試食会
H31.1月に立科町農山漁村振興協議会を設立H31.1月に立科町農山漁村振興協議会を設立

インバウンド対応状況（青：対応）
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外国語
ネット予約


